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リーディング・リカバリー とは，初等教育段階の低学年時において，通常クラスの授業を受け  
ているにもかかわらず，そこでの学習を困難とする子どもたちを対象に実施される回復指導であ  
る。より具体的には，診断的な調査によって読み書き能力の低さが懸念される子どもたちを対象  
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リーの成果は広く注目されている。   
なお，日本においては，現在までのところ，クレイのリーディング・リカバリー に関する研究  
はほとんど見出せない。管見の限りでは，玉村公二彦によって，ニュージーランドにおける学習  





くれるものと思われる7。   










































実践校の数が増大していくこととなる。   
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⑥④で作成された文章や物語を教師が一枚の紙テープに書き取り，単語ヤフレーズごとに切   
った上で，子どもに並べ変えさせる。  
（訂新しい本の導入。  

















識を深めさせる意図がある。   
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グラム修了時の一つの重要な指標となるからである。   
以上がリーディング・リカバリーの全体的な指導の流れである。  
（2）リーディング・リカバリーにおける留意点   




り異なるものである」19という前提に立ってリーディング・リカバリー を開発している。したが  
って，教師は各子どもの特性を綿密な観察によって把握した上で，そのニーズに応じるよう指導  
の力点を変えていくことが求められる。   









④視覚（visual）…（挿絵など，本から得られる視覚的情報と合致しているか）   
これらは，リーディング・リカバリーの指導上，「鍵（cue）」とも呼ばれている。つまり，子  
どもが文章からメッセージを得ようとする際，その糸口となる鍵のような役割を果たすものとし  
て位置づけられるのである。   
しかしながら，クレイによれば，読み書きを困難とする子どもたちは，これらの「鍵」のうち  
ごく限られたものしか持っていない傾向にあるという。そして，その実態は子どもごとに異なる  
とされる。   
そこで，リーディング・リカバリーでは，文章を読む際，子どもがこれらの「鍵」すべてを探  
しだしていくことのできるよう配慮する。その際，教師は，それぞれの子どもが現在どんな「鍵」  






































とも考慮し，以下でより詳細に検討する必要があるだろう。   
以上のように，リーディング・リカバリー においては，①子どもの特性に応じるために教師に  
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きであることを彼女は主張するのである。   
この著作のなかでクレイは，「子どもは異なる文化・共同体において，それぞれ異なる方法で  












規定する主な要因として働いていることを重視するものである。   
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方を考えるよう，問いかけている。以下では，リーディング・リカバリー における教師の指導性  
について検討したい。  
（2）教師による「足場づくり」   









かない子どもや追いつくことのできない子どもが増加する」j5という。   
こうしたリーディング・リカバリー における指導の特徴を，従来の回復指導のあり方と比較す  
ると，次のような表にまとめることができる36。  
表 リーディング・リカバリーと他の回復指導との違い  
Banの指摘する回復指導（1984）37   リーテタィング・リカバリー   
逸脱児として注意を向けることで、障害  多くの子どもたちのために、読み書き能力の違   
（disal）ility）の概念を永続させる傾向にある  い（difftrences）を減らすことを目指す   
教師は専門的権威と優越性に固執する   教師間・学校間での診断や照会を重視する   
教師用のパッケージ化されたプログラム  各教師によって設計された個人的な指導   
通常クラスの授業から子どもを切り離して  通常クラスのカリキュラムと同時並行させ、12   
しまう   ～16週間でプログラムを修了させる   
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として位置づけられる。   
こうした教師による「足場」の形成は，ヴイゴツキー（L．S．Vygotsky）の提起した「足場づく  
り（scaffolding）」理論と結びつくものである。クレイ自身，「リーディング・リカバリー は，直  
接ヴイゴツキーの理論を参照して開発されたわけではないが，ヴイゴツキーの理論的観点からリ  








のだという。   
また，クレイは，リーディング・リカバリーの指導には，専門的な知識とスキルが必要である  
ことを強調している。彼女は，リーディング・リカバリー を指導することのできる専門的な教師  
を養成するために，綿密な研修の必要性を説いている。具体的には，1年間の研修期間（理論と  
実習）が設けられ，現職教育も行なわれている。リーディング・リカバリーにおいては，こうし  
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